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●次の問１～問３の中から２つを選択して論じなさい。なお、必要に応じて、

以下の参考資料を引用すること。 

 

【問１】知的財産政策の役割について、公共性と知的財産権のバランスの観点

から論じなさい。なお、生命科学分野および情報科学分野における事例にも

言及すること。 

 

【問２】知的財産政策の課題について、文化・伝統の保護・保全と知的財産権

のバランスの観点から論じなさい。また、課題を解決するために必要な政策

について考察しなさい。 

 

【問３】知的財産政策の効果について、産学連携の観点から事例を提示して論

じなさい。また、産学連携により生じる利益相反や秘密管理の問題について

考察しなさい。 
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